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町民と議会を結ぶ情報誌

西原町 No.43・12月議会
2010（平成22）年3月1日発行

3月議会の傍聴者 延べ人数 33人

「美ら島沖縄総体２０１０」バスケットボール競技リハーサル大会

3月定例会の傍聴のご案内3月5日（金）午前10時 開会予定 　　　詳しい日程
お問い合せは
議会事務局へ

今回の表紙題字：西原町文化協会書道部　呉屋勝司

第６回臨時会● ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2P

第７回定例会（一般会計・特別会計補正）● ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3 〜 5P

決議・意見書・陳情等● ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥6P

平成 22 年第１回臨時会● ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7P

一般質問● ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 8 〜 15P
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条例改正

西原町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例

西原町特別職の職員で常務のものの給与及び旅費に関する条例の一部を
改正する条例

西原町教育長の給与、旅費、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一
部を改正する条例

第6回臨時会

議案62号

議案63号

議案64号

平　　成
2 1年 度 特別会計補正予算特別会計補正予算特別会計補正予算

一般会計補正予算一般会計補正予算一般会計補正予算平　　成
2 1年 度

後期高齢者医療

国民健康保険

公共下水道事業

土地区画整理事業

水道事業介護保険

　歳入歳出それぞれ　1万１千円を追加し、総額

1億 5,571 万 5 千円とする。主な要因は、職員

給与に関する条例等の一部改正による職員手当等

の増である。

　歳入歳出それぞれ　総額 46 億 5,615 万 4 千

円で増減なく、職員給与に関する条例等の一部改

正により４６２万 6 千円の減額である。

　歳入歳出それぞれ　総額 102 億 1,969 万 9千円で増減なく、特別職・職員の給与に関する条

例等の一部改正による 860 万 1千円の減額である。

　事業費総額 8億 2,833 万 9千円で、職員給与

に関する条例等の一部改正による 135 万 5 千円
の減額である。

　歳入歳出それぞれ　総額 7億 4,155 万 1千円

で増減なく、職員給与に関する条例等の一部改正

による 33 万 2 千円の減額である。

　歳入歳出それぞれ　総額 10 億 4,743 万 1 千

円で増減なく、職員給与に関する条例等の一部改

正による 96 万 3 千円の減額である。

　歳入歳出それぞれ　総額 13 億 9,566 万 5 千

円で増減なく、職員給与に関する条例等の一部改

正による 51 万 2 千円の減額である。

歳入歳出　1億7,296万9千円の減額
総額 100 億 4,673 万円

平成 21年 12月定例議会で修正可決された一般会計補正予
算の概略は表のとおり

　新型インフルエンザ対策助成として５８２万９千円を増額修正。
財源は、予備費。

修正動議

主な歳出

対象者　…　町内の妊婦及び１歳から中学３年生

人　数　…　５，０００人

内　容　…　予防接種１回につき、１，０００円を助成。

総務費
	 1,148 万 3 千円
増 防災対策事業費

増 すぐやる事業（修繕費）

増 過年度分税金還付金

土木費
	 4,378 万円
減 道路新設改良費

予備費
	 1,073 万 6 千円

教育費
	 2億4,150万6千円
減 西原南小学校改造防音事業
増 西原中学校プール底面塗

装工事
減 学校給食共同調理場燃料費

減

減

減

民生費
	 7,121 万 2 千円
増 障害者自立支援給付費等

国庫負担金返還金
増 身体障害者日常生活用具

給付扶助費
減 小規模通所授産施設補助金
増 重度心身障害者医療費助

成金
増 身体障害者更生医療給付

費
増 身体障害者・知的障害者・

児童居宅支援費
減 子育て応援特別手当補助金
増 私立分児童運営費負担金
増 小学校終了前特別補助金

増 増

衛生費
	 3,753万8千円
増 新型インフルエンザ対策事業費

増 町内廃棄物収集運搬処理

委託料

増

計
会
般
一

補 正

修正可決

平成 21年度
（提案理由）　人事院の給与改定に関する勧告及び沖縄県人事委員会の職員の給
与等に関する報告及び勧告がなされたことなどにより、条例等の一部改正を行
う必要がある。

【　討 論　】
「予算は組んだから、事務は行政任せ」の他力本願的な修正動議に反対
財政難の中、予備費活用による財源確保は問題ではないのか。
既に接種した町民との整合性について、なんら答えていない。



平成
21年度 特別会計補正予算特別会計補正予算特別会計補正予算 可決！可決！

歳入・歳出にそれぞれ

総額47億1,686万1千円
・国庫支出金
・繰入金

6,070万7千円を追加

・主な理由は、医療費支払い実績等によ
るもの

6,007万6千円
631千円

歳入・歳出にそれぞれ

総額3,920万4千円
・一般会計繰入金

4千円を追加

・主な理由は、平成 20 年度の精算金に
よるもの

4千円

歳入・歳出にそれぞれ

総額7億5,272万7千円

1,117万6千円を追加

・主な理由は、使用料及び手数料の増で
ある

歳入・歳出にそれぞれ

総額8億3,151万1千円

317万2千円を追加
・主な理由は、職員給与に関する条例等
の一部改正による 1,134 千円とシステ
ム変更に伴う賃借料 1,987 千円の増額
である。

歳入・歳出にそれぞれ

総額13億9,685万円
・保険料
・繰入金

118万5千円を追加

・主な理由は、介護保険料の増額等に
よる

84万5千円
34万円

総額10億4,743万1千円
変わらず

・主な理由は、職員給与に関する条例等
の一部改正による 70 万円の増額によ
る歳出のみの組替えである。

国民健康保険

老人保健

介護保険

土地区画整理事業

公共下水道事業

水道事業

西原町議会だより2010（平成22）年3月1日 第43号 （4）西原町議会だより 2010（平成22）年3月1日第43号（5）

条例の改正
議案第65号　西原町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例
（提案理由）　社会保険の保険料等に係る延滞金を軽減するため

議案第66号　西原町介護保険条例の一部を改正する条例
（提案理由）　社会保険の保険料等に係る延滞金を軽減するため

議案第67号　西原町附属機関の設置に関する条例の一部を改正する条例
（提案理由）　地方分権の進展に伴い、墓地行政のあり方を示す西原町墓地整備基本計画を策定するため	

議案第68号　西原町立幼稚園保育料等徴収条例
（提案理由）　幼稚園保育料等の円滑な徴収を図るため、趣旨、幼稚園保育料の滞納に関する措置についての項

目また、保育料を徴収しない場合について具体的な項目を挿入する	

議案第69号　西原町立幼稚園預かり保育料徴収条例の一部を改正する条例
（提案理由）　西原町立幼稚園保育料等徴収条例の全部改正と合わせ、幼稚園保育料の滞納に関する措置につ

いての条文を改正する

議案第80号　西原町部設置条例
（提案理由）　地方分権の進展に伴い、効率的な事務事業、総合的に組織体制の強化を図る必要がある

反対討論　○時期尚早、廃止する議論まで及ばないと町民納税者は納税できない。

賛成討論　○組織改革は住民サービスを目的とするもので、議会がとやかく言うものではない。
○町長や副町長に集中している権限を役場内部で分権化することによって、業務の連携スムーズな執

行ができる。

専決処分

下水道工事

◇津花波処理分区枝線工事（その 2）

変　更　増　額：1,112,500 円

変更後の契約額：69,310,000 円

◇呉屋処理分区枝線工事（その 5） 

変　更　増　額：2,400,000 円

変更後の契約額：68,865,000 円

動産の取得

知花正　氏（小那覇在） 安里政雄　氏（平園在）

人権擁護委員候補者の推薦

議案第70号（A事業）、71号（B事業）、72号（C事業）は、国の
経済危機対策の一環で、地域活性化・経済危機対策臨時
交付金（1/2）、学校情報通信技術環境整備事業補助金（
1/2）を活用した事業である。

議案第70号　動産の取得について
事業名：学校ICT環境整備事業A事業（校務用パソコン、サ
ーバー関係、ネットワーク機器）
契約金額：4,179万円
契約相手：㈱コンピュータ沖縄

議案第72号　動産の取得について
事業名：学校ICT環境整備事業C事業（教育用、校務用パソ
コンのソフトウェア整備）
契約金額：1,211万7千円
契約相手：㈱オキジム

議案第71号　動産の取得について
事業名：学校ICT環境整備事業B事業（コンピュータ教室）
契約金額：3,406万2千円
契約相手：㈱コンピュータ沖縄

適任
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西原町部設置条例
（提案理由）　地方分権の進展に伴い効率的な事務事業を実施するため、総務・福祉・建設部を設置し
関係部署間の連携、調整機能の緊密化、責任の明確化、指示系統の強化を図るとともに、総合的に組
織体制の強化を図るため。

動産の取得
1　事 業 名　：　学校給食用食器購入事業

2　契 約 金 額　：　11,539,500 円

3　契 約 の 相 手　：　（有）中島工業

4　契 約 の 方 法　：　指名競争入札（町内 1社　町外 5社）

品　　　目 数　　　量 材　　　　　　　質

1 角仕切皿 5,000枚 ポリエチレンナフタレート

2 ボール 5,000枚 ポリエチレンナフタレート

第１回臨時会
議案第２号

議案第１号

　議員研修が 11/17 に、役場 2階大会議室であり、前津榮健沖縄国際大学教授が「議会改

革」について講演した。「改革の手法として住民目線に立って、すぐにできる住民報告会など、

活動の積み重ねが改革につながる」と強調した。また、議員自ら条例を作る「議員立法・政

策立案」には議会事務局職員のサポート体制の充実、議員研修の充実、図書室の充実、議員

の意識改革を挙げた。研修には、職員、町民も参加した。

議師：前津榮健氏
　　　（沖縄国際大学教授）

議 員 研 修

・米軍人車両によるひき逃げ死亡事件に関する意見書・抗議決議

1. 事件の全容解明のため、米軍人容疑者の身柄を日本側へ早急に引き渡すよう要求す
ること。

2. 米軍人・軍属等の綱紀粛正を徹底的に行うよう要求すること。
3. 被害者の遺族に対する謝罪と完全な補償を早急に行うこと。
4. 日米地位協定の抜本的な見直しを早急に行うこと。	
【宛先】　意 見 書：内閣総理大臣、外務大臣、防衛大臣、沖縄及び北方対策担当大臣
　　　　抗議決議：駐日米国大使、在日米軍司令官、在日米軍沖縄地域調整官、
　　　　　　　　　　在沖米国総領事、トリイ基地司令官

・普天間基地の即時閉鎖・返還と新基地建設を許さない意見書

1. 日米両政府も認めた「世界でもっとも危険な普天間基地」の即時閉鎖・返還を求める。
2. 辺野古への新基地建設と県内移設を行わないこと。
3. 返還後の跡地利用を促進するため、国の責任で、環境浄化、経済対策を求める。
4. 返還に伴う、地権者補償、基地従業員の雇用確保を国の責任で行うよう求める。
5. 日米地位協定の抜本的改定を求める。	 	 	 	
【宛先】　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　外務大臣　防衛大臣	
　　　　沖縄及び北方対策担当大臣

・核兵器の廃絶と恒久平和を求める意見書・決議

1. 政府は、国是である非核三原則を堅持にするとともに、平和市長会議が提唱する
2020 年までに核兵器の廃絶をめざす「2020 ビジョン」を支持し、その実現に向け
て取り組むこと。

2. 非核兵器地帯構想が世界平和の維持に重要な意義を有していることに考慮し、暫時、
世界各地に非核兵器地帯条約が実現するよう国際的努力を行うこと。とくに、朝鮮
半島と日本を含めた北東アジア非核兵器地帯構想を早急に検討すること。

3. 核拡散防止条約（NPT）の遵守および加盟促進、包括的核実験禁止条約（CTBT）
早期発効、核実験モラトリアムの継続、兵器用核分裂性物質生産禁止条約（カット
オフ条約）の交渉開始と早期妥結に全力に取り組むこと。

【宛先】　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、外務大臣
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陳情・要請等などの審議結果
件　　名 審 査 結 果

細菌性髄膜炎を予防するHib（ヘモフィルスインフルエンザ菌ｂ型）ワクチンの公費負担に
よる接種を求める陳情 継 続 審 査

改正貸金業法の早期完全施行等を求める意見書を政府等に提出することを求める陳情(要請 ) （取下げ）

核兵器の廃絶と恒久平和を求める意見書および決議の採択について（陳情） 採 択

幼稚園教育の制度改善について 配 　 布

「労働安全衛生委員会」の設置を求める陳情 採 択
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う
形
で
な
く
今
し
ば
ら

く
そ
の
辺
の
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
行
方
を
ど
う
す
る
の
か
、

見
極
め
な
が
ら
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
簡
単

に
離
脱
も
で
き
な

い
と
思
う
の
で
一

定
程
度
動
く
と
信

頼
し
て
南
部
広
域
と
の
連
携
も

今
後
と
も
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

介
護
療
養
施
設
の
増
設

に
つ
い
て
連
合
と
県
と

の
推
進
に
向
け
て
現
状
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

介
護
支
援
課
長
　
介
護
老
人
福

祉
施
設
に
つ
い
て
は
平
成
22
年

度
末
ま
で
に
南
部
圏
域
に
１
０

０
床
を
増
床
す
る
方
向
で
現
在
、

作
業
を
進
め
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
り
ま
す
。
平
成
23
年
度
末

ま
で
に
中
部
圏
域
に
お
い
て
60

床
増
床
す
る
方
向
で
県
の
ほ
う

で
作
業
を
進
め
て
い
る
。
新
た

に
新
設
と
し
て
県
の
計
画
に
は

あ
り
ま
せ
ん
が
療
養
型
か
ら
の

転
換
で
あ
れ
ば
県
の
ほ
う
の
許

可
に
な
る
の
で
結
果
的
に
介
護

老
人
保
健
施
設
の
増
床
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

執
行
体
制
に
つ
い
て

平
成
22
年
度
の
自
主
財

源
の
見
込
額
と
、
国
の
仕

分
け
事
業
に
よ
っ
て
、
本
町
に

及
ぼ
す
事
業
、
削
減
額
、
影
響

に
つ
い
て
、
法
律
改
正
に
伴
う

本
町
条
例
の
改
正
作
業
に
か
か

る
予
算
額
等
に
つ
い
て
お
聞
き

し
ま
す
。

町
長
　
現
段
階
で
は
国
の
事
業

仕
分
け
に
伴
う
影
響
は
な
い
も

の
と
思
い
ま
す
が
、
次
年
度
の

予
算
編
成
が
進
む
中
で
、
県
か

ら
情
報
収
集
に
努
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

財
政
課
長
　
平
成
22
年
度
の
中

期
財
政
見
通
し
の
自
主
財
源
見

込
額
は
41
億
７
，
２
０
０
万
で

あ
り
ま
す
。

総
務
課
長
　
本
町
の
条
例
の
改

正
作
業
に
係
る
予
算
に
つ
き
ま

し
て
は
、
専
門
業
者
に
よ
る
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
例
規
集
の
公

開
を
デ
ー
タ
更
新
及
び
例
規
集

の
改
正
文
の
追
録
等
で
１
ペ
ー

ジ
当
た
り
消
費
税
込
み
で
３
，

６
７
５
円
と
な
っ
て
お
り
、
今

後
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

雇
用
促
進
の
策
定
は

雇
用
対
策
本
部
は
10
月

に
実
施
す
る
と
の
こ
と

で
す
が
、
構
成
メ
ン
バ
ー
、
設

置
の
目
的
と
目
標
（
数
値
）
に

つ
い
て
、
雇
用
促
進
を
す
る
た

め
の
町
長
の
政
策
が
な
い
よ
う

に
思
う
が
。

産
業
課
長
　
町
長
を
本
部
長
と

し
14
名
の
委
員
で
構
成
、
本
町

に
お
け
る
厳
し
い
雇
用
状
況
の

改
善
を
目
指
す
た
め
雇
用
情
勢

の
把
握
及
び
情
報
交
換
等
、
相

互
連
携
を
行
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

町
長
　
緊
急
雇
用
対
策
事
業
予

算
が
増
額
等
予
算
の
骨
格
が
出

て
事
業
メ
ニ
ュ
ー
が
明
ら
か
に

な
り
次
第
、
支
援
策
を
活
用
し

て
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

農
振
農
用
地
の
見
直
し

が
前
年
度
よ
り
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
が
今
回
は
個
人
が

申
請
を
行
い
部
分
見
直
し
と

な
っ
て
い
る
が
、
申
請
件
数
、

認
定
件
数
に
つ
い
て
お
聞
き
し

ま
す
。

産
業
課
長
　
地
権
者
の
意
見
、

要
望
を
申
請
を
受
け
原
案
を
作

成
し
、
関
係
課
と
の
協
議
、
県

の
事
前
協
議
書
提
出
に
向
け
た

作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
申

請
件
数
は
４
４
８
件
、
認
定
件

数
に
つ
い
て
は
３
４
０
件
で
あ

り
ま
す
。

共
同
福
祉
施
設
の
運
用

に
つ
い
て
、
管
理
規
定
、

契
約
条
項
に
基
づ
き
町
商
工
会

と
締
結
さ
れ
て
、
総
額
２
８
０

万
円
の
商
工
会
に
維
持
管
理
費

と
し
て
年
間
出
費
さ
れ
て
い
る

が
、
本
来
は
商
工
会
か
ら
使
用

料
（
家
賃
）
を
請
求
す
べ
き
と

思
う
が
。

町
長
　
平
成
15
年
に
雇
用
促
進

事
業
か
ら
譲
り
受
け
て
、
町
所

有
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
20
年

前
の
契
約
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

今
後
内
部
で
検
証
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
流
行
し
て
お
り
「
ワ
ク

チ
ン
接
種
」
の
助
成
で
多
く
の

子
供
た
ち
が
助
か
り
ま
す
。
他

市
町
村
に
お
い
て
独
自
の
助
成

が
さ
れ
て
お
り
、
我
が
町
で
も

助
成
を
強
く
要
望
し
た
い
が
。

町
長
　
限
り
あ
る
財
源
で
す
。

検
討
を
要
す
る
と
思
い
ま
す
。

小
学
校
の
部
活
動
へ
の

支
援
の
拡
大
。
助
成
を

現
在
各
小
学
校
に
お
い

て
活
発
に
部
活
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
町
か

ら
の
助
成
補
助
は
ま
っ
た
く
あ

り
ま
せ
ん
。
全
て
父
母
の
会
費

で
ま
か
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
景
気
悪
化
中
大
変
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
子
供
た
ち
の

活
動
は
中
学
校
・
さ
ら
に
高
校

と
つ
な
ぎ
「
文
教
の
ま
ち
」
の

担
い
手
と
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

ぜ
ひ
子
供
た
ち
の
活
動
に
助
成

補
助
を
要
望
し
ま
す
。

保
健
体
育
課
長
　
助
成
費
は
厳

し
い
現
状
で
す
。

指
導
主
事
　
何
ら
か
の
形
で
助

成
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

父
母
に
負
担
を
か
け
る

給
食
費
の
値
上
げ
反
対

給
食
も
学
校
教
育
の
一

環
で
す
。
他
市
町
村
に
お

い
て
は
給
食
費
の
助
成
補
助
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
我
が
西
原

町
で
も
ぜ
ひ
子
供
た
ち
や
父
母

の
た
め
に
実
施
し
て
ほ
し
い
が
。

保
健
体
育
課
長
　
給
食
費
の
賄

い
費
は
保
護
者
負
担
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
を
担
う

青
年
活
動
へ
の
支
援
・
補
助
を

地
域
活
性
化
や
エ
イ

サ
ー
等
又
伝
統
文
化
の

継
承
発
展
に
活
躍
し
て
い
る
青

年
た
ち
に
充
実
し
た
助
成
補
助

を
求
め
た
い
。

生
涯
学
習
課
長
　
青
年
協
議
会

等
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
ま

ち
づ
く
り
、
人
づ
く
り
の
た
め

よ
り
よ
い
活
動
の
支
援
を
検
討

し
ま
す
。

朝
７
時
か
ら
夜
も
10
時
ま
で

土
曜
日
も
日
曜
日
も

窓
口
業
務
サ
ー
ビ
ス
を

「
役
場
は
最
大
の
サ
ー
ビ

ス
産
業
」
で
す
。
又
「
町

民
が
主
役
」で
あ
り
大
事
な「
お

客
様
」
で
す
。
町
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
の
た
め
自
動
交
付
機
の

設
置
を
早
急
に
要
望
し
た
い
。

い
つ
頃
設
置
で
き
ま
す
か
。

町
民
課
長
　
町
民
に
と
っ
て
も

便
利
に
な
り
、
窓
口
業
務
の
負

担
軽
減
に
も
な
る
交
付
機
設
置

は
庁
舎
建
設
時
に
検
討
し
ま
す
。

◇サザン協の加入等
を総点検し町内ゴ
ミ問題とリンクした
取り組みを

共同福祉施設の◇
有効活用を
農地を見直し住◇
宅地拡大へ

子供の命を守る医◇
療費の助成を。父
母の経済的な負担
軽減を。

問問問

問問

問

問 問

問

問

問

残渣預託の新聞報道

共同福祉施設

インフルの新聞報道

一
般
質
問

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、
会
議
録
（
録
音
テ
ー
プ
）

に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、
編

集
委
員
会
が
最
終
確
認
・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

富　春治 議員

大城　好弘 議員

仲松　勤 議員

問問

問

http://www.town.nishihara.okinawa.jp/検　索
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地
方
公
共
団
体
の
自
主

財
源
は
行
政
活
動
の
自

主
性
と
安
定
性
を
確
保
し
得
る

か
ど
う
か
の
尺
度
と
な
る
も
の

で
あ
り
、
自
主
財
源
の
確
保
は

町
長
の
選
挙
公
約
を
確
実
に
実

行
す
る
に
は
大
変
重
要
で
あ
る
。

平
成
22
年
度
予
算
編
成
に
当
た

り
自
主
財
源
の
確
保
を
ど
の
よ

う
に
考
え
る
の
か
。

町
長
　
町
税
の
徴
収
率
は
か
つ

て
は
85
％
台
で
あ
り
ま
し
た
。

徴
収
率
低
下
の
原
因
等
を
充
分

分
析
し
た
対
策
が
功
を
奏
し
、

現
在
の
徴
収
率
は
90
％
の
大
台

に
ま
で
向
上
し
て
き
て
お
り
ま

す
。
課
税
客
体
の
漏
れ
が
な
い

か
ど
う
か
を
し
っ
か
り
と
把
握

し
、
そ
の
上
で
具
体
的
な
徴
収

計
画
を
立
て
歳
入
増
を
図
っ
て

い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。
正
直

者
が
損
を
す
る
よ
う
な
税
務
運

営
は
ダ
メ
で
、
悪
質
な
滞
納
者

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
相
当
の
対

応
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え

て
お
り
今
後
も
こ
う
い
う
形
で

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

税
務
課
長
　
収
納
強
化
と
し
て

の
滞
納
整
理
を
継
続
し
て
お
り
、

給
与
の
差
押
え
、
軍
用
地
料
の

差
押
え
等
を
強
化
し
て
お
り
ま

す
。
併
せ
て
、
県
職
員
と
も
十

分
連
携
し
な
が
ら
収
納
率
の
更

な
る
向
上
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

総
務
課
長
　
町
有
財
産
の
処
分

に
つ
い
て
処
分
検
討
委
員
会
を

３
回
開
き
、
那
覇
市
在
の
町
有

地
、
千
原
在
の
町
有
地
、
上
原

棚
原
土
地
区
画
整
理
地
内
に
あ

る
町
有
地
に
つ
い
て
検
討
し
て

お
り
、
今
後
処
分
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町
か
ら
各
種
団
体
等
へ

交
付
し
て
い
る
補
助
金

は
平
成
20
年
度
当
初
予
算
で

３
，
６
８
９
万
円
余
、
平
成
21

年
度
当
初
予
算
で
４
，
２
４
７

万
円
余
を
計
上
し
て
い
る
。「
西

原
町
補
助
金
の
交
付
に
関
す
る

規
則
」
第
８
条
で
町
長
へ
の
報

告
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
が
、

平
成
20
年
度
の
補
助
金
に
つ
い

て
実
績
報
告
書
の
検
証
は
行

な
っ
た
の
か
。
又
、
資
金
使
途

は
適
正
で
あ
っ
た
の
か
。

総
務
課
長
　
企
画
政
策
課
長
　

産
業
課
長
　
介
護
支
援
課
長
　

教
育
総
務
課
長
　
生
涯
学
習
課
長

保
健
体
育
課
長
　
事
務
手
続
上
、

適
正
で
あ
っ
た
と
確
認
し
て
お

り
ま
す
。

福
祉
課
長
　
一
団
体
は
、
町
の

補
助
金
交
付
基
準
繰
越
額
が
補

助
額
を
超
え
て
い
る
為
、
平
成

21
年
度
は
助
成
な
し
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

税
務
課
長
　
一
団
体
の
実
績
報

告
書
が
未
提
出
で
今
年
度
か
ら

対
応
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

学
校
教
育
課
長
　
一
団
体
は
繰

越
額
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
平

成
21
年
度
は
減
額
し
ま
し
た
。

先
日
の
町
長
就
任
一
周

年
の
案
内
状
の
文
章
が

「
与
党
議
員
の
お
か
げ
で
随
分

事
が
進
ん
で
い
る
」
と
い
う
内

容
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
野
党

議
員
も
案
内
は
受
け
た
が
「
あ

な
た
は
参
加
し
な
い
方
が
い
い

よ
」
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
、

町
長
は
あ
の
文
面
か
ら
す
る
と

精
神
的
に
は
後
援
会
の
町
長
に

な
っ
て
い
て
、
町
民
の
町
長
に

な
っ
て
い
な
い
。
広
く
町
民
が

参
加
し
て
望
ま
し
い
と
い
う
ん

だ
っ
た
ら
、
文
章
か
ら
改
め
る

べ
き
で
す
。

町
長
　
私
の
就
任
一
周
年
の
激

励
会
の
件
だ
と
思
い
ま
す
が
、

案
内
の
文
章
に
つ
き
ま
し
て
は

後
援
会
の
活
動
と
い
う
事
で
後

援
会
事
務
局
の
方
で
対
応
し
て

お
り
ま
し
て
、
私
自
身
十
分
確

認
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
の
辺

に
つ
き
ま
し
て
は
や
は
り
違
和

感
を
お
持
ち
と
い
う
事
で
あ
る

と
す
れ
ば
今
後
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

議
会
の
議
案
に
つ
き
ま

し
て
は
与
党
の
議
員
だ

け
で
通
っ
た
と
い
う
議
案
は
ひ

と
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
野
党
が

協
力
し
た
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の

一
年
間
の
議
案
が
全
部
通
っ
た

ん
で
す
よ
。
そ
の
点
ど
う
思
い

ま
す
か
。

町
長
　
長
の
方
か
ら
議
会
に
提

案
す
る
議
案
等
に
つ
き
ま
し
て

は
こ
れ
は
西
原
町
議
会
と
い
う

名
に
お
い
て
お
願
い
を
す
る
訳

で
す
か
ら
、
町
議
会
の
協
力
な

く
し
て
は
当
然
予
算
を
は
じ
め

す
べ
て
の
議
案
が
通
過
し
な
い

こ
と
は
十
分
認
識
致
し
て
お
り

ま
す
。
そ
の
意
味
で
私
の
進
む

べ
き
、
あ
る
い
は
目
指
す
べ
き

方
向
は
町
民
の
福
祉
向
上
そ
し

て
、
町
政
の
発

展
の
た
め
に
尽

力
し
て
い
く
立

場
で
あ
り
ま
す

か
ら
ご
理
解
を

い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

12
月
４
日
の
沖
縄
タ
イ

ム
ス
紙
に
県
内
の
自
殺

者
３
５
５
名
と
あ
り
ま
し
た
。

今
年
は
最
悪
だ
っ
た
２
０
０
６

年
の
４
０
０
人
を
上
回
り
そ
う

だ
と
い
う
訳
で
す
。
又
２
０
０

８
年
全
国
の
自
殺
者
数
は
交
通

事
故
死
亡
者
の
約
６
．
３
倍
で

県
内
は
約
７
．
８
倍
だ
と
い
う

事
で
す
。
自
殺
に
は
ひ
と
つ
の

経
過
が
あ
っ
て
、
失
業
⇩
多
重

債
務
⇩
不
眠
症
⇩
う
つ
病
⇩
自

殺
と
い
う
一
連
の
経
過
を
た
ど

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
よ
ろ

ず
相
談
室
み
た
い
な
具
体
的
な

窓
口
が
あ
っ
て
い
い
か
と
思
い

ま
す
が
そ
の
点
ど
う
で
す
か
。

町
長
　
現
下
の
厳
し
い
社
会
経

済
情
勢
が
あ
り
自
殺
の
率
が
高

く
県
内
は
全
国
的
に
も
高
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
町
に
も
悩

み
相
談
等
は
あ
り
ま
す
が
、
他

市
町
村
と
か
県
に
い
く
ケ
ー
ス

が
多
い
と
言
わ
れ
て
お
り
県
と

も
連
携
を
図
っ
て
広
域
的
対
応

が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

「
百
聞
は
一
見
に
如
か

ず
」、
沖
縄
戦
の
実
相
を

今
な
お
生
々
し
く
伝
え
る
幸
地

壕
。
沖
縄
戦
の
真
実
を
伝
え
残

し
て
い
く
た
め
に
も
、
映
像
に

残
す
記
録
保
存
を
し
て
ほ
し
い
。

町
長
　
記
録
保
存
で
あ
れ
ば
図

面
、
映
像
な
ど
の
方
法
が
あ
り
、

対
応
は
で
き
る
と
思
う
。
そ
の

方
向
で
検
討
し
た
い
。

11
月
８
日
に
行
わ
れ
た

「
辺
野
古
へ
の
新
基
地
建

設
と
県
内
移
設
に
反
対
す
る
県

民
大
会
」。
西
原
町
実
行
委
員

会
委
員
長
と
し
て
、
ど
の
よ
う

に
振
り
返
る
か
。

町
長
　
本
町
も
、
準
備
し
た
バ

ス
の
利
用
者
だ
け
で
も
２
０
０

名
以
上
が
参
加
。
普
天
間
基
地

を
辺
野
古
に
移
設
し
て
も
県
内

の
基
地
の
重
圧
の
軽
減
に
は
つ

な
が
ら
な
い
こ
と
、
少
な
く
と

も
県
外
移
設
は
実
現
す
べ
き
と

の
県
民
の
総
意
を
、
内
外
に
明

ら
か
に
し
た
大
会
。
ま
た
、
中

部
市
町
村
長
会
で
も
、
県
外
に

移
設
す
べ
き
だ
と
い
う
考
え
方

で
嘉
手
納
統
合
案
断
固
反
対
の

緊
急
声
明
を
出
し
た
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
よ
る
町
内
各
小
中
学

校
の
６
月
か
ら
現
在
ま
で
の
学

級
閉
鎖
及
び
学
年
閉
鎖
の
状
況

は
。

学
校
教
育
課
長
　
通
常
学
級
と

特
別
学
級
の
合
計
115
学
級
。
そ

の
う
ち
33
学
級
が
学
級
閉
鎖
。

学
年
閉
鎖
は
中
学
校
で
１
学
年
。

ち
な
み
に
、
学
級
閉
鎖
の
基
準

は
、
学
級
在
籍
の
約
１
割
（
40

人
学
級
だ
と
４
人
）
が
、
罹
患

し
欠
席
し
た
場
合
。

学
級
閉
鎖
及
び
学
年
閉

鎖
で
、
授
業
日
数
の
確
保

が
危
惧
さ
れ
る
が
。

学
校
教
育
課
長
　
ど
の
学
級
も

１
回
ず
つ
の
閉
鎖
、
学
校
教
育

法
の
規
定
に
よ
る
日
数
は
割
っ

て
お
ら
ず
支
障
は
な
い
。

集
団
感
染
し
や
す
い
の

が
分
か
っ
て
い
る
。
首
長

判
断
と
し
て
、
集
団
生
活
を
送

る
子
ど
も
た
ち
に
集
団
接
種
さ

せ
る
べ
き
で
は
。

健
康
推
進
課
長
　
１
歳
か
ら
就

学
前
、
小
学
１
年
か
ら
３
年
生

に
つ
い
て
は
、
保
育
園
、
幼
稚

園
で
希
望
す
る
生
徒
を
募
っ
て
、

県
に
届
出
し
て
接
種
。
期
間
は

12
月
２
日
ま
で
。

小
波
津
川
河
川
工
事
の

進
捗
状
況
と
課
題
。

土
木
課
長
　
進
捗
状
況
は
平
成

21
年
度
現
在
で
30
％
。
平
成
19

年
度
は
国
道
か
ら
上
側
の
用
地

買
収
と
暫
定
掘
削
。
平
成
20
年

度
か
ら
は
国
道
下
側
の
用
地
買

収
を
進
め
、
工
事
も
着
手
。
課

題
は
、
用
地
補
償
交
渉
の
難
航
、

ま
た
国
道
329
号
側
に
か
か
っ
て

い
る
橋
下
の
ボ
ッ
ク
ス
。
河
川

断
面
が
小
さ
い
た
め
、
大
雨
が

降
る
と
対
応
で
き
な
い
。
補
償

交
渉
は
今
月
締
結
で
き
る
予
定

で
あ
り
、
早
速
、
国
道
の
仮
設

橋
を
整
備
し
て
い
き
な
が
ら
工

事
を
進
め
た
い
。

　
調
整
池
は
あ
く
ま
で
暫
定
掘

削
工
事
な
の
で
、
集
中
豪
雨
が

続
く
と
機
能
し
な
い
。
早
目
に

河
口
か
ら
の
整
備
が
必
要
。

町長の基本姿勢◇
自殺対策について◇

平和行政の推進◇
新型インフルエ◇
ンザ問題
小波津川河川◇
工事

自殺に関する新聞報道

小波津川の課題

有田　力 議員

呉屋　悟 議員

前里　光信 議員

どう図る自主財源の歳◇
入増
補助金の使途検証は◇

問

問問

問問

問

問

問問

問

問

西原町補助金交付に関する規則

生
活
環
境
整
備
に
つ
い

て
、
棚
原
児
童
公
園
か

ら
棚
原
55
番
地
に
上
る
町
道
の

整
備
に
つ
い
て
は
何
年
も
前
か

ら
整
備
を
要
請
し
て
い
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺

い
た
い
。

土
木
課
長
　
こ
の
道
路
は
町
道

棚
原
55
号
線
に
な
っ
て
い
て
、

こ
の
道
路
は
勾
配
が
急
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
道
路
が
滑
り
や

す
い
と
い
う
危
険
性
が
高
い
こ

と
か
ら
、
平
成
22
年
度
で
滑
り

止
め
の
検
討
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

防
空
壕
の
整
備
に
つ
い

て
。
新
聞
で
知
っ
た
事
だ

が
、
幸
地
の
壕
で
遺
骨
が
発
見

さ
れ
、
町
長
は
こ
の
壕
を
整
備

し
て
、
後
世
に
残
し
た
い
と
表

明
し
て
い
ま
す
が
、
前
か
ら
要

請
し
て
い
る
棚
原
の
野
戦
病
院

壕
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
か
。
他
部
落
に
も
た
く
さ
ん

あ
る
と
思
い
ま
す
が
。

す
ぐ
や
る
課
長
　
防
空
壕
に
行

く
道
路
が
ど
う
い
う
状
況
な
の

か
現
場
を
調
査
し
、
検
討
し
ま

す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
に
つ
い
て
。
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
と
し
て
、

全
国
各
地
で
無
料
で
実
施
す
る

自
治
体
が
増
え
て
い
ま
す
。
西

原
町
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

ま
す
か
。

健
康
推
進
課
長
　
国
の
指
針
に

基
づ
い
て
生
活
保
護
と
住
民
税

非
課
税
世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

副
町
長
　
一
定
の
国
の
基
準
が

あ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
れ
以

上
を
町
の
ほ
う
で
負
担
す
る
と

い
う
の
は
厳
し
い
も
の
が
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

化
学
物
質
過
敏
症
の
健

康
保
険
適
用
に
つ
い
て
、

国
は
21
年
度
10
月
１
日
か
ら
適

用
を
考
え
て
い
る
と
、
報
道
し

て
い
ま
す
が
現
在
は
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
。

町
長
　
考
え
る
会
の
メ
ン
バ
ー

と
話
し
合
い
ま
し
た
。
2
点
あ

り
ま
す
。
1
点
目
は
健
康
被
害

に
つ
い
て
今
後
の
対
応
す
る
か

に
つ
い
て
私
い
ろ
ん
な
健
康
調

査
等
、
十
分
調
査
し
た
上
で
被

害
の
原
因
の
状
況
が
確
認
で
き

た
ら
、
今
後
町
と
し
て
予
算
措

置
等
を
含
め
対
応
し
な
い
と
の

確
認
事
項
で
あ
り
ま
し
た
。
2

点
目
は
西
原
町
公
害
防
止
条
例

が
あ
り
ま
す
が
、
医
療
廃
棄
物

等
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
等
、

現
行
の
一
部
条
例
の
見
直
し
を

図
り
な
が
ら
意
見
交
換
を
や
っ

て
い
き
ま
す
。

西
地
区
区
画
整
理
事
業

及
び
新
県
道
29
号
線
の

予
算
面
と
来
年
の
事
業
計
画
を

伺
い
ま
す
。

区
画
整
理
課
長
　
資
金
計
画
上

の
措
置
は
順
調
に
き
て
い
る
が
、

執
行
面
で
若
干
遅
れ
気
味
で
す
。

こ
れ
は
補
償
交
渉
、
仮
換
地
指

定
等
で
で
き
る
だ
け
範
囲
は
延

ば
し
て
今
回
指
定
を
打
ち
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
も
逐
一
会
い

な
が
ら
、
何
と
か
御
理
解
を
得

ら
れ
る
よ
う
に
説
明
に
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

問

問

問

問

問

宮城　秀功 議員

生活環境の整備◇
インフルエンザ対策◇
について
化学物質過敏症の◇
保険について
西地区及び県道 29◇
号線予算について

町道棚原５号線
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東
部
消
防
組
合
職
員
の

平
成
22
年
３
月
末
の
定

年
退
職
予
定
者
は
４
名
で
、
そ

の
内
本
町
出
身
者
が
３
人
、
与

那
原
町
が
１
人
で
あ
る
。
消
防

組
合
で
は
平
成
22
年
度
に
若
干

名
の
採
用
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　
町
民
の
雇
用
を
確
保
す
る
た

め
に
も
本
町
出
身
者
の
退
職
者

の
３
人
の
枠
は
あ
る
と
思
う
が
、

町
長
の
見
解
を
伺
う
。

町
長
　
厳
し
い
雇
用
情
勢
の
中

で
、
町
民
の
優
先
雇
用
を
図
っ

て
い
く
か
、
雇
用
対
策
推
進
本

部
の
立
ち
上
げ
を
や
っ
て
き
た
。

東
部
消
防
組
合
の
管
理
者
会
議

で
構
成
町
の
中
で
採
用
し
て
ほ

し
い
と
申
し
上
げ
、
ス
タ
ー
ト

当
初
か
ら
の
構
成
枠
は
堅
持
す

べ
き
だ
と
提
起
を
し
て
お
り
、

確
定
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

事
業
系
ご
み
は
町
内
許

可
業
者
が
事
業
所
と
契

約
を
し
て
収
集
し
て
い
る
が
、

分
別
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。

す
ぐ
や
る
課
長
　
本
町
で
は
４

業
者
を
許
可
し
、
家
庭
ご
み
と

同
様
事
業
者
か
ら
収
集
す
る
際

に
、
ご
み
分
別
が
徹
底
さ
れ
て

な
い
場
合
は
、
回
収
し
な
い
理

由
を
印
刷
さ
れ
た
シ
ー
ル
を
張

る
。

も
え
な
い
ご
み
や
危
険
ご

み
、
粗
大
ご
み
は
東
部
清

掃
施
設
組
合
で
さ
ら
に
資
源
化

物
、
も
え
る
ご
み
、
も
え
な
い

ご
み
に
５
年
前
か
ら
分
別
し
て

い
る
。
門
口
収
集
の
際
に
分
別

す
る
方
法
を
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

す
ぐ
や
る
課
長
　
蛍
光
管
、
乾

電
池
な
ど
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る

の
で
調
査
し
て
今
後
の
ご
み
分

別
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

予
算
編
成
の
基
本
方
針

の
内
容
は
６
項
目
で
、
行

財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ

い
て
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
思
う
が
、
行
財
政
改
革
委
員

会
で
意
見
や
提
言
等
も
あ
っ
た

の
か
ど
う
か
。

企
画
政
策
課
長
　
行
財
政
集
中

改
革
プ
ラ
ン
の
中
で
一
定
の
課

題
を
実
施
項
目
と
し
て
取
り
上

げ
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。

　
今
回
の
予
算
編
成
で
予
算
が

伴
う
か
ど
う
か
は
、
各
課
で
判

断
し
て
予
算
編
成
時
期
で
上
っ

て
く
る
。

町
長
は
新
規
事
業
と
し

て
農
産
物
の
即
売
所
の

開
設
を
検
討
し
た
い
と
の
こ
と

だ
が
、
具
体
的
に
場
所
、
ど
う

い
う
方
向
で
考
え
て
い
る
の
か
、

連
携
は
農
協
だ
け
な
の
か
。

町
長
　
農
産
物
の
直
売
所
は
、

耕
作
放
棄
地
対
策
推
進
事
業
の

延
長
線
上
で
、
Ｊ
Ａ
、
商
工
会
、

関
係
機
関
団
体
も
網
羅
し
、
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
場
所
は
幾
つ
か
検

討
さ
れ
て
お
り
、
ま
だ
確
定
に

は
至
っ
て
な
い
。

厚
生
労
働
省
は
去
る
11

月
４
日
、
保
育
園
の
施
設

基
準
（
最
低
基
準
）
に
つ
い
て

東
京
な
ど
の
都
市
部
の
み
待
機

児
童
が
解
消
す
る
ま
で
の
一
定

期
間
に
限
っ
て
教
室
面
積
基
準

を
緩
和
す
る
と
決
定
、「
東
京

以
外
は
今
後
、
内
閣
府
な
ど
と

協
議
す
る
」
と
タ
イ
ム
ス
は
報

じ
て
い
る
。
厚
生
労
働
省
方
針

の
本
町
の
保
育
行
政
に
及
ぼ
す

影
響
に
つ
い
て
伺
う
。

福
祉
課
長
　
待
機
児
童
問
題
は

本
町
で
も
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
解
消
策
と
し
て
認
可

外
保
育
園
の
認
可
化
や
分
園
設

置
、
定
員
の
弾
力
化
な
ど
を
実

施
し
て
き
た
が
、
解
消
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
今
回
、
国
は

待
機
児
童
解
消
策
と
し
て
、
都

市
部
の
一
部
に
限
り
、
面
積
基

準
に
つ
い
て
の
権
限
移
譲
を
地

方
自
治
体
に
移
譲
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
が
、
現
在
の
最
低

基
準
は
、
子
供
の
健
康
と
健
全

な
育
成
に
必
要
な
最
低
の
基
準

で
あ
り
、
し
か
も
諸
外
国
で
比

べ
低
水
準
。
保
育
の
安
全
性
や

質
の
問
題
と
し
て
子
供
の
視
点

か
ら
考
え
て
好
ま
し
く
は
な
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

公
約
ど
お
り
廃
止
せ
よ

冷
た
い
政
治
の
象
徴
で

あ
る
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
は
75
歳
以
上
の
高
齢
者
を

国
民
健
康
保
険
や
健
康
保
険
か

ら
は
ず
し
て
、
一
．
こ
れ
ま
で

負
担
の
な
か
っ
た
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
や
公
務
員
の
扶
養
家
族
を
含

め
て
ひ
と
り
一
人
か
ら
保
険
料

を
取
り
立
て
る
。
二
．
受
け
ら

れ
る
医
療
を
制
限
し
、
差
別
す

る
別
立
て
診
療
報
酬
を
設
け
る
。

三
．
保
険
料
は
年
金
か
ら
天
引

き
し
２
年

ご
と
に
引

き
上
げ
る
。

四
　
．
保
険

料
を
払
え

な
い
人
か

ら
は
保
険
証
を
取
り
上
げ
る
な

ど
と
い
う
も
の
で
、
国
民
か
ら

姥
捨
て
制
度
だ
と
怒
り
を
呼
び

こ
れ
も
一
つ
の
要
因
と
な
っ
て

総
選
挙
の
結
果
、
政
権
交
代
と

な
っ
た
。
３
党
連
立
政
権
合
意

書
で
も
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

は
廃
止
す
る
と
明
記
さ
れ
て
い

る
。
公
約
ど
お
り
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
を
速
や
か
に
廃
止
す

る
よ
う
新
政
権
に
求
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

町
長
　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
か
わ
る
制
度
を
新
政
権
は
高

齢
者
医
療
制
度
改
革
会
議
を
開

催
し
検
討
を
重
ね
て
い
る
。
今

後
速
や
か
に
新
し
い
制
度
が
で

き
る
よ
う
に
、
い
ろ
ん
な
形
で

要
望
等
を
や
っ
て
い
き
た
い
。

幸
地
で
戦
争
遺
骨
発
見

保
全
考
え
る
シ
ン
ポ
を

幸
地
の
ガ
マ
で
戦
争
遺

骨
発
見
。
戦
争
の
真
実
を

知
る
重
要
な
場
所
だ
。
保
全
を

考
え
る
シ
ン
ポ
の
開
催
を
。

町
長
　
で
き
る
か
検
討
す
る
。

国
の
政
権
交
代
で
事
業
仕

分
の
中
で
見
直
し
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
平
成
22

年
度
の
町
予
算
に
つ
い
て
ど
う

影
響
が
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長
　
今
の
段
階
で
は
具
体
的

に
町
の
財
政
、
平
成
22
年
度
予

算
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
は

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
方
自
治
体
へ
の
補
助

金
の
一
括
交
付
と
い
う

こ
と
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
れ
は
財
政
に
と
っ
て
ど

う
か
伺
い
ま
す
。

財
政
課
長
　
一
括
交
付
金
に
よ

り
効
率
的
に
活
用
で
き
る
と
と

も
に
補
助
金
の
申
請
が
不
要
に

な
り
又
そ
れ
に
か
か
わ
る
経
費

と
人
件
費
が
削
減
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
地
方
公
務
員
の
働
き
方

に
影
響
を
与
え
、
各
職
員
の
企

画
力
と
説
明
力
が
問
わ
れ
る
と

思
い
ま
す
。

町
長
の
公
約
で
あ
る
雇

用
対
策
本
部
が
11
月
５

日
に
立
ち
上
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
ど
う
い
う
こ
と
を
話
し

合
っ
た
か
伺
い
ま
す
。

町
長
　
第
一
回
の
会
合
を
持
っ

て
広
く
企
業
、
大
学
人
、
商
工

業
者
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を

し
ま
し
た
。
町
か
ら
企
業
に
対

す
る
雇
用
支
援
制
度
の
拡
充
と

町
商
工
会
と
の
役
割
と
い
う
面

で
雇
用
の
確
保
に
つ
い
て
今
後

は
進
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。

マ
リ
ン
パ
ー
ク
の
今
後

に
つ
い
て
、
マ
リ
ン
パ
ー

ク
の
指
定
管
理
は
民
間
の
事
業

者
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
来
年

度
以
降
の
本
町
が
実
施
し
て
き

た
事
業
は
ど
う
な
る
の
か
伺
い

ま
す
。

町
長
　
こ
れ
ま
で
マ
リ
ン
パ
ー

ク
に
お
け
る
事
業
の
実
施
で
町

の
活
性
化
、
全
国
的
な
知
名
度

ア
ッ
プ
に
貢
献
し
て
い
た
だ
い

た
と
認
識
を
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
民
間
の
事
業
者
と
連
携

を
図
り
尽
力
し
て
み
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

町
の
職
員
の
雇
用
状
況

に
つ
い
て
、
平
成
22
年
度

の
変
動
、
削
減
が
ど
う
な
る
の

か
伺
い
ま
す
。

総
務
課
長
　
国
の
指
導
の
も
と

行
財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
策

定
し
、
定
員
適
正
化
計
画
に
基

づ
き
定
数
の
管
理
を
行
っ
て
い

ま
す
。
平
成
22
年
度
は
、
退
職

者
を
考
慮
し
ま
す
と
目
標
値
の

２
１
２
人
に
な
り
ま
す
。
又
嘱

託
、
臨
時
職
員
の
人
数
は
未
確

定
の
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
の

今
現
在
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

企
画
政
策
課
長
　
ま
ち
づ
く
り

交
付
金
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

去
る
平
成
21
年
11
月
24
日
に
県

に
平
成
22
年
度
予
算
の
本
要
望

を
提
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
具

体
的
に
は
再
生
整
備
計
画
案
と

事
業
執
行
予
定
調
書
と
い
う
形

で
提
出
し
て
い
ま
す
。
３
月
ご

ろ
に
予
算
の
内
示
を
受
け
る
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
な
り
ま
す
。

消防職員採用枠は◇
もえないごみ分別◇
予算編成の課題は◇
農産物即売所を◇

保育園の最低基準◇
引き下げへ国動く
後期高齢者医療制◇
度廃止を国に求め
よ

「政権交代による町◇
政への影響とまち
づくりについて」

東部消防組合本部 保育園施設基準に関す
る新聞報道

西原マリンパーク

大城　純孝 議員

伊礼　一美 議員城間　義光 議員
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問

問

問

問問

問

問

問
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庁
舎
建
設
に
お
け
る
事

業
費
総
額
、
庁
舎
及
び
議

会
棟
の
建
築
費
、
町
民
ホ
ー
ル
、

防
災
、
保
健
セ
ン
タ
ー
含
む
３

複
合
の
建
築
費
、
そ
の
内
ま
ち

づ
く
り
交
付
金
は
。

企
画
政
策
課
長
　
事
業
費
総
額

は
36
億
１
千
万
円
、
庁
舎
及
び

議
会
棟
が
約
10
億
6
千
万
円
、

３
複
合
の
建
築
費
が
約
25
億
５

千
万
円
で
、
そ
の
中
で
ま
ち
づ

く
り
国
庫
支
出
金
が
約
10
億
２

千
万
円
で
あ
る
。

西
原
町
中
央
公
民
館
の

利
用
者
数
が
約
６
万
６

千
人
で
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
が

約
４
万
７
千
人
で
合
計
約
10
万

３
千
人
の
方
々
が
利
用
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
中
で
、
西
原
町
が

住
み
分
け
で
、
中
央
公
民
館
の

ホ
ー
ル
、
住
民
健
診
な
ど
で
利

用
者
数
は
、
約
１
万
１
千
人
の

利
用
で
あ
る
。
昭
和
54
年
に
建

設
さ
れ
た
中
央
公
民
館
、
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
も
築
30
年
が
経

過
し
将
来
10
年
後
、
建
て
か
え

の
準
備
に
入
る
と
思
う
が
。

町
長
　
今
後
は
サ
ー
ク
ル
活
動

が
活
発
化
し
て
、
な
か
な
か
部

屋
を
確
保
す
る
の
も
大
変
だ
と
、

話
は
常
々
聞
い
て
お
り
、
生
涯

学
習
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
よ
う

な
中
央
公
民
館
機
能
が
今
後
求

め
ら
れ
て
く
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
た
計
画
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

西
原
町
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

策
定
の
中
で
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
補
助
金

制
度
の
考
え
は
。

企
画
政
策
課
長
　
住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
で

す
が
、
国
、
県
や
那
覇
市
、
久

米
島
町
で
実
施
し
て
お
り
、
本

町
も
そ
の
普
及
を
目
的
に
現
在
、

平
成
22
年
度
実
施
に
向
け
て
、

補
助
制
度
の
検
討
を
し
て
お
り

ま
す
。
た
だ
、
今
回
国
の
事
業

仕
分
け
の
中
で
、
国
の
太
陽
光

発
電
の
補
助
金
に
つ
い
て
も
対

象
に
な
り
ま
し
て
、
不
安
定
要

素
が
あ
り
ま
す
が
、
本
町
も
ぜ

ひ
こ
の
補
助
制
度
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

町
道
森
川
・
翁
長
線
が
都

市
計
画
さ
れ
、
区
画
整
理

事
業
の
整
備
に
伴
い
、
そ
の
道

路
に
進
入
す
る
森
川
３
号
線
も

重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
思
う

が
、
森
川
川
に
か
か
る
Ｈ
鋼
で

付
設
さ
れ
た
橋
は
今
で
も
危
険

の
状
態
だ
と
思
う
が
行
政
の
対

応
は
。

土
木
課
長
　
森
川
川
に
か
け
ら

れ
て
い
る
Ｈ
鋼
の
橋
で
す
が
、

こ
れ
は
西
日
本
高
速
道
路
株
式

会
社
が
仮
設
橋
と
し
て
設
置
し

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
後
の

対
応
と
し
て
は
、
町
が
管
理
し

て
い
る
50
橋
の
橋
梁
の
調
査
を

平
成
23
年
度
に
、
地
域
活
力
創

造
交
付
金
事
業
に
よ
る
修
繕
計

画
の
策
定
と
点
検
を
行
い
、
調

査
後
に
必
要
な
橋
梁
の
補
修
や

架
け
か
え
等
の
調
整
を
県
と
進

め
て
い
き
た
い
。

庁舎建設は◇
環境行政は◇
土木行政は◇

森川橋

伊波　時男 議員

問問

問

問



西原町議会だより2010（平成22）年3月1日 第43号（14）西原町議会だより 2010（平成22）年3月1日第43号（15）

今
、
深
刻
な
社
会
問
題

に
な
っ
て
い
る
教
員
の

３
ヶ
月
以
上
休
ん
だ
病
気
休
職

者
が
３
８
２
人
に
の
ぼ
り
、
そ

の
う
ち
精
神
性
疾
患
は
１
５
６

人
、
実
に
４
割
が
精
神
性
疾
患

者
だ
と
い
わ
れ
る
。
学
校
に
お

い
て
過
重
な
雑
務
に
追
わ
れ
、

本
来
の
教
員
の
仕
事
で
あ
る
子

供
た
ち
の
教
育
に
専
念
で
き
な

い
。
子
供
た
ち
と
向
き
合
う
時

間
が
な
い
と
の
状
況
が
起
き
て

い
る
と
言
わ
れ
る
が
、
本
町
の

実
態
は
ど
う
か
。

教
育
長
　
新
学
習
指
導
要
領
の

授
業
数
が
増
え
て
、
子
供
た
ち

も
教
師
も
ゆ
と
り
が
な
い
。
大

問
題
だ
と
思
う
。

人
生
の
一
生
に
お
い
て
、

学
力
も
大
事
。
し
か
し
、

何
よ
り
も
生
徒
と
向
き
合
っ
て

こ
そ
、
学
力
云
々
も
言
え
る
の

で
は
。
子
供
理
解
の
た
め
の
指

導
カ
ル
テ
も
教
員
の
多
忙
化
の

要
因
で
は
。
逆
に
言
う
と
、
多

忙
で
あ
る
教
員
が
一
人
一
人
の

事
を
カ
ル
テ
に
書
き
込
む
と
い

う
事
自
体
、
真
実
に
反
す
る
事

を
書
き
込
む
お
そ
れ
が
あ
る
。

一
度
レ
ッ
テ
ル
を
張
ら
れ
る
と
、

は
が
す
の
は
容
易
で
は
な
い
。

現
場
出
身
の
教
育
長
に
期
待
を

し
て
い
る
。
教
員
の
多
忙
を
解

消
す
る
為
に
も
、
教
員
の
採
用

予
定
、
県
費
の
事
務
職
員
を
増

や
す
事
は
で
き
な
い
か
。

教
育
長
　
カ
ル
テ
の
問
題
で

す
が
、
校
長
会
で
話
し
合
っ
た

結
果
、
重
荷
に
な
ら
な
い
よ
う

現
場
の
先
生
に
作
っ
て
も
ら
う
。

そ
の
為
自
分
達
の
多
忙
に
つ
い

て
は
考
え
る
と
思
う
。
又
採
用

の
要
請
は
毎
年
し
て
い
る
。
以

前
に
本
町
で
新
採
用
の
先
生
が

精
神
的
な
病
気
で
途
中
で
、
リ

タ
イ
ヤ
さ
れ
た
。
非
常
に
残
念

で
悲
し
い
問
題
だ
。
又
、
心
因

性
は
い
る
。
心
配
を
し
て
い
る
。

お
互
い
支
え
あ
っ
て
い
く
と
い

う
職
場
で
の
人
間
関
係
も
必
要

と
思
う
。

　
教
員
の
評
価
シ
ス
テ
ム

目
的
は
何
か
。
誰
が
評
価

を
す
る
の
か
。
評
価
は
ど

こ
に
届
く
の
か
。

指
導
主
事
　
先
生
方
の
資
質
向

上
と
学
校
参
画
意
識
を
高
め
る

こ
と
。
一
般
教
諭
を
教
頭
先
生
、

第
二
次
評
価
を
校
長
先
生
、
校

長
先
生
を
教
育
長
が
評
価
を
し
、

評
価
表
は
県
教
育
委
員
会
に
提

出
す
る
。

　
職
員
会
議
等
の
雰
囲
気

仲
間
意
識
を
持
ち
話
し
合

い
、
支
え
合
っ
て
こ
そ
い

い
人
間
関
係
も
築
け
、
悩
み
も

痛
み
も
分
か
ち
合
え
る
の
で
は
。

忌
憚
の
な
い
討
議
が
で
き
る
か
。

指
導
主
事
　
忌
憚
の
な
い
意
見

等
を
得
な
が
ら
学
校
経
営
に
生

か
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

最
近
食
育
と
い
う
言
葉

が
す
っ
か
り
生
活
に
な

じ
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
か

つ
て
は
、
不
規
則
で
バ
ラ
ン
ス

を
欠
い
た
食
生
活
を
送
る
現
代

人
の
中
に
は
、
21
世
紀
型
の
新

し
い
栄
養
失
調
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
指
摘
す
る
声
が
聞
か

れ
ま
す
。

　
な
に
を
食
べ
る
か
、
ど
れ
だ

け
食
べ
る
か
、
ど
の
よ
う
に
食

べ
る
か
を
考
え
る
こ
と
。

　
こ
れ
は
人
間
が
生
き
て
い
く

上
で
重
要
な
事
柄
で
あ
り
ま
す
。

　
我
が
国
で
は
、平
成
17
年「
食

育
基
本
法
」
が
成
立
し
ま
し
た

が
、
そ
の
は
る
か
前
に
明
治
時

代
に
は
も
う
、
食
育
と
い
う
言

葉
の
、
考
え
方
が
生
ま
れ
て
お

り
ま
す
。

　
提
唱
し
た
の
は
医
学
者
の
石

塚
左
玄
で
、
彼
の
思
想
に
共
鳴

し
た
小
説
家
の
村
井
弦
斎
は
、

食
道
楽
の
本
の
中
で
「
体
育
の

根
源
も
食
物
に
あ
る
し
、
知
育

の
根
源
も
食
物
に
あ
る
。
し
て

み
る
と
体
育
よ
り
も
知
育
よ
り

も
食
育
が
大
切
で
は
な
い
か
」

と
、
登
場
人
物
に
語
ら
せ
て
い

ま
す
。
食
育
と
は
一
言
で
い
え

ば
、
食
に
つ
い
て
与
え
ら
れ
た

材
料
か
ら
必
要
な
情
報
を
引
き

出
し
活
用
す
る
能
力
の
意
味
で
、

そ
の
能
力
を
養
う
こ
と
が
肝
心

ん
、
さ
ら
に
は
本
能
関
わ
る
食

の
欲
望
を
教
育
に
よ
っ
て
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
。
嫌
い
な
も
の

や
苦
手
な
も
の
で
も
作
っ
て
下

さ
っ
た
方
々
の
真
心
を
思
い
食

材
を
作
っ
て
下
さ
っ
た
方
々
の

作
業
に
感
謝
し
残
さ
ず
食
べ
て

い
く
こ
と
。
そ
れ
が
私
た
ち
大

人
の
責
任
で
あ
る
と
思
い
ま
す

し
、
同
時
に
私
た
ち
自
身
も
健

康
を
保
つ
た
め
に
、
自
ら
食
育

で
律
し
て
い
き
た
い
。
学
校
給

食
の
食
べ
残
し(

残
飯)

の
メ

ニ
ュ
ー
の
ベ
ス
ト
10
に
つ
い
て
。

残
飯
を
減
ら
す
た
め
に
努
力
し

て
い
る
事
例
は

保
健
体
育
課
長
　
食
べ
残
し
の

多
い
ベ
ス
ト
１
は
牛
ご
ぼ
う
丼
、

も
ず
く
天
ぷ
ら
、
ヘ
チ
マ
の
味

噌
汁
が
１
２
０
㍑
入
る
青
い
ポ

リ
バ
ケ
ツ
で
３
．
54
個

　
2
番
目
イ
カ
下
足
、
唐
揚
げ
、

大
根
の
そ
ぼ
ろ
煮
、
梅
肉
和
え

が
２
．87
個
。

　
3
番
目
は
ご
は
ん
、
千
切
り

野
菜
の
ド
ル
ワ
ァ
カ
シ
ー
、
チ

ム
シ
ン
ジ
ー
汁
、２
．7
個
で
す
。

指
導
主
事
　
食
べ
残
し
の
出
る

メ
ニ
ュ
ー
等
に
よ
り
残
量
が
出

る
以
前
に
、
食
育
の
観
点
か
ら

食
べ
残
し
を
出
さ
な
い
よ
う
に
、

食
を
十
分
に
得
ら
れ
な
い
国
の

子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
考
え
な

が
ら
指
導
し
て
い
ま
す
。
具

体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、

空
っ
ぽ
賞
。
食
べ
た
で
賞
。
給

食
委
員
会
の
残
量
調
査
等
で
指

導
し
て
い
ま
す
。

棚
原
・
徳
佐
田
地
域
の

医
療
廃
棄
物
焼
却
に
よ

る
健
康
被
害
に
関
し
、
地
元
の

団
体
が
ま
と
め
た
「
～
差
し
止

め
か
ら
５
年
後
の
健
康
状
態
」

を
み
る
と
、
こ
の
違
法
焼
却
ば

い
煙
に
よ
る
公
害
・
健
康
被
害

は
深
刻
で
、
よ
り
詳
細
な
実
態

調
査
が
必
要
。
処
理
業
者
の
施

設
の
偽
装
を
見
抜
け
な
か
っ
た

西
原
町
、
そ
の
施
設
に
廃
棄
物

処
理
業
の
許
可
を
し
た
県
に
は
、

こ
の
問
題
へ
正
面
か
ら
向
き
合

う
責
任
が
あ
る
。

町
長
　
第
一
義
的
な
責
任
は
処

理
業
者
、
次
に
許
可
し
た
県
、

そ
の
後
が
町
だ
と
認
識
し
て
い

る
。
解
決
に
は
県
と
の
連
携
が

ど
う
し
て
も
必
要
。

町
長
は
関
係
者
と
の
面

談
で
、
原
因
が
特
定
で
き

な
い
段
階
で
の
公
費
支
出
は
困

難
と
す
る
。
公
開
質
問
状
の
回

答
で
「
町
独
自
の
健
康
調
査
を

実
施
し
確
証
が
得
ら
れ
れ
ば
積

極
的
に
対
応
す
る
」
と
の
事
だ

が
、
こ
の
１
年
ど
ん
な
独
自
の

調
査
を
し
た
の
か
。

町
長
　
５
年
も
経
過
し
健
康
調

査
を
実
施
し
て
も
因
果
関
係
が

は
っ
き
り
し
な
い
、
と
い
う
こ

と
で
こ
の
１
年
着
手
し
て
い
な

い
。

原
因
の
特
定
の
た
め
に

も
健
康
調
査
は
ぜ
ひ
や

る
べ
き
。

町
長
　
５
年
経
過
し
た
今
で
は

因
果
関
係
の
説
明
は
困
難
。
健

康
調
査
は
断
念
せ
ざ
る
を
得
な

い
。

県
外
の
専
門
医
に
診
て

も
ら
う
こ
と
で
は
な
く
、

県
の
支
援
も
得
て
健
康
調
査
、

問
診
調
査
等
の
初
歩
的
な
健
康

調
査
を
す
べ
き
だ
。

町
長
　
当
時
担
当
課
で
健
康
調

査
を
や
っ
た
が
、
因
果
関
係
が

な
か
な
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
時
の
調
査
内
容
を

専
門
医
に

診
て
も
ら
え
ば
、

何
ら
か
の
判
断

を
仰
ぐ
こ
と
が

で
き
る
が
、
そ

の
資
料
の
公
表
は
可
能
か
。

町
長
　
そ
の
資
料
の
存
在
を
確

認
し
な
い
と
回
答
で
き
な
い
。

因
果
関
係
を
立
証
す
る

の
は
被
害
者
な
の
か
。
町

や
県
が
や
る
べ
き
で
は
。

町
長
　
時
間
の
経
過
で
難
し
い

と
こ
ろ
で
あ
る
と
は
思
う
が
、
町

と
県
、
被
害
者
の
３
者
が
一
体

と
な
り
打
開
策
を
見
つ
け
た
い
。

大
事
な
こ
と
は
被
害
の

実
態
を
把
握
す
る
事
、
そ

こ
が
出
発
点
。
因
果
関
係
で
い

え
ば
、
北
里
大
学
病
院
の
診
察

で
20
名
中
18
名
が
何
ら
か
の
化

学
物
質
過
敏
症
と
診
断
さ
れ
、

意
見
書
で
も
①
受
診
者
の
多
数

に
神
経
系
の
異
常
が
検
出
。
②

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
不
適
切
な
処

理
が
、
異
常
燃
焼
産
物
の
ほ
か

可
塑
剤
や
安
定
剤
な
ど
の
神
経

毒
を
放
出
。
③
他
の
住
民
に
も

充
分
な
健
康
管
理
が
必
要
。
と

指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
の

専
門
的
な
裏
づ
け
が
あ
る
。
県

と
話
し
合
い
被
害
の
実
態
調
査

を
ぜ
ひ
や
る
べ
き
。

町
長
　
ま
ず
は
県
と
の
調
整
が

先
決
。
そ
の
方
向
で
や
っ
て
み

た
い
。

学校現場の多忙過◇
重な雑務
子供たちの教育に◇
専念できない

学校給食の食◇
べ残し量につ
いて

医療廃棄物による◇
健康被害　～県と
実態調査を

教職員に関する新聞報道学校給食調理風景

女性（44才）皮膚の
ただれ

与那嶺　義雄 議員

儀間　信子 議員長浜　ひろみ 議員

問

問 問

問

問問

問問

問 問

問問

あ
る
知
人
が
約
三
ヶ
月

待
ち
で
介
護
保
健
施
設

に
入
所
で
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
入
所
が
決
定
し
た
そ
の
日
に

三
ヶ
月
あ
る
い
は
六
ヶ
月
で
リ

ハ
ビ
リ
等
々
に
よ
っ
て
回
復
し

ま
し
た
ら
退
所
の
説
明
を
受
け

た
そ
う
で
す
が
、
そ
の
施
設
の

運
営
の
あ
り
方
を
尋
ね
る
。

介
護
支
援
課
長
　
介
護
老
人
保

健
施
設
は
、
一
生
涯
に
わ
た
っ

て
入
所
し
て
生
活
す
る
と
こ
ろ

で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
リ
ハ

ビ
リ
を
し
て
、
在
宅
復
帰
を
目

的
と
し
て
、
自
宅
と
病
院
と
の

中
間
施
設
と
し
て
の
位
置
づ
け

が
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
三
ヶ
月

ご
と
に
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
を

作
成
し
、
元
の
生
活
に
戻
る
た

め
に
必
要
な
身
体
状
況
、
家
庭

環
境
な
ど
を
勘
案
し
た
上
で
、

退
所
後
に
お
け
る
生
活
に
支
障

が
な
い
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る

施
設
で
あ
り
ま
す
。

特
別
養
護
介
護
老
人
福

祉
施
設
の
運
営
の
あ
り

方
を
尋
ね
る
。

介
護
支
援
課
長
　
特
別
養
護
介

護
老
人
福
祉
施
設
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
が
、
入
所
す
る
要
介

護
者
に
対
し
、
施
設
サ
ー
ビ
ス

計
画
に
基
づ
い
て
、
入
浴
、
排

泄
、
食
事
等
の
介
護
や
そ
の
他
、

日
常
生
活
上
の
世
話
、
機
能
訓

練
、
健
康
管
理
、
療
養
上
の
世

話
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る

施
設
で
あ
り
ま
す
。
介
護
老
人

保
健
施
設
が
リ
ハ
ビ
リ
を
中
心

と
し
た
在
宅
復
帰
を
目
的
と
し

た
自
宅
と
病
院
と
の
中
間
施
設

で
あ
る
の
に
対
し
、
特
別
養
護

介
護
老
人
福
祉
施
設
は
常
時
介

護
を
必
要
と
し
、
日
常
生
活
上

の
世
話
を
中
心
と
し
た
施
設
で

あ
る
と
い
う
違
い
が
あ
り
ま
す
。

施
設
等
と
の
町
の
か
か

わ
り
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

介
護
支
援
課
長
　
町
と
の
か
か

わ
り
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
支

援
、
介
護
と
も
町
に
介
護
認
定

申
請
を
し
て
、
認
定
を
受
け
た

後
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
支
援

の
場
合
は
、
西
原
町
の
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
し
、
町

内
外
を
問
わ
ず
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
事
業
者
と
本
人

と
の
契
約
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

介
護
の
場
合
は
町
内
外
を
問
わ

ず
、
本
人
や
家
族
等
が
選
ん
だ

県
の
認
可
を
受
け
た
居
宅
事
業

所
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作

成
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
事
業
者
と
本
人
と
の
契
約

に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
施
設
を
ふ
や

す
可
能
性
は
県
に
あ
る

の
か
。

介
護
支
援
課
長
　
施
設
を
ふ
や

す
計
画
は
県
の
ほ
う
で
進
め
て

お
り
ま
す
が
、
大
体
南
部
広
域

に
幾
ら
、
中
部
広
域
に
幾
ら
と

い
う
計
画
を
進
め
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
情
報
を
得
て
お
り
ま

す
。

介護老人保健福祉◇
施設運営のあり方
特別養護介護老人◇
保健福祉施設運営
のあり方

介護老人保健施設

屋宜　宣太郎 議員

問

問

問

問



編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

１２月議会の傍聴者  延べ人数 ５人 議会だよりに対するご意見・ご要望がありましたら議会事務局へお問い合せください。

（TEL：945-5005）

第 53 回町村議会議長会全国大会
　全国町村議会議長会（野村弘会長）は、平成 21 年 11月11日、東京・ＮＨＫホールにおいて、全国

989 町村議会の議長など、関係者約 1,700人が出席するなか、「全国町村議会議長会創立 60 周年記念 

第 53 回町村議会議長全国大会」を開催され、町村議会議員として 30 年以上在職した者（353 名）、全

国町村議会議長会歴代会長（12 名）、各都道府県町村議会議長会会長として4 年以上在職した者（7 名）、

町村議会事務局職員として 20 年以上在職した者（3 名）、系統町村議会議長会事務局職員として 30 年

以上在職した者（36 名）のそれぞれの代表者 5 名に表彰状を授与しました。　引き続いて、第 53 回町

村議会議長全国大会を開会、議事に入り、はじめに、要望事項 24 件、北海道地区ほか 8 地区の要望

9 件について、提案理由の説明を行い、満場一致でこれを採択することに決定しました。

　大会終了後、「養老先生のニッポン解剖」と題し、養老 孟司 東京大学名誉教授による特別講演が行

われました。本町からは、城間議長、喜屋武事務局長が参加しました。

西原町議会だより2010（平成22）年3月1日 第43号（16）

　
２
０
０
９
年
１２
月
定
例
議
会
を
終
え
て
、

年
明
け
１
月
１４
日
に
２
０
１
０
年
第
１
回
臨

時
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、「
議
案

第
２
号
西
原
町
部
設
置
条
例
に
つ
い
て
」
が

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
今
年
４
月
か
ら
西
原
町
政
で
初
め
て
と

な
る
部
制
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
近
隣
で
は
南

風
原
町
、
北
谷
町
、
読
谷
村
で
既
に
施
行
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
国
の
指
導
の
下
、
地
方
自
治
体
に
は
行
財
政

集
中
改
革
プ
ラ
ン
が
作
成
さ
れ
、
職
員
の
定
数

管
理
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
職
員
の
定

数
増
は
、
厳
し
く
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し

か
し
現
在
、「
地
方
分
権
」
の
名
の
下
、
国
や

県
の
権
限
が
地
方
自
治
体
に
移
譲
さ
れ
て
き
ま

す
。
業
務
数
に
し
て
５
０
０
を
超
え
ま
す
。「
職

員
は
減
ら
さ
れ
て
い
く
の
に
、
仕
事
は
増
え
て

い
く
。
さ
ら
に
肝
心
の
財
源
は
な
か
な
か
移
譲

さ
れ
な
い
」、
こ
れ
が
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く

現
実
で
、
状
況
は
厳
し
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
効
率
的
な
事
務
事
業

を
実
施
す
る
た
め
、
関
係
部
署
間
の
連
携
・
調

整
機
能
の
緊
密
化
、
責
任
の
明
確
化
、
指
示
系

統
の
強
化
な
ど
、
組
織
体
制
の
強
化
が
不
可
欠

で
す
。
つ
ま
り
部
制
へ
の
移
行
で
す
。
新
年
度

か
ら
新
た
な
組
織
体
制
で
望
む
執
行
部
、
私
た

ち
議
会
も
、
期
待
し
な
が
ら
注
視
し
な
が
ら
行
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議会広報研修会

行政視察

　沖縄県町村議会議長会主催による議会広報委員、議会事務局

職員を対象にした研修会が自治会館で開催され、６名の委員と 1

名の職員が参加しました。

◇住民目線の議会広報紙を目指して

　講師：越地真一郎氏

　（熊本日日新聞社ＮＩＥ推進室長）

　新庁舎建設に関する調査特別委員

会は、新庁舎を建設するにあたり、糸

満市、北谷町、読谷村で新エネルギー

導入、議会議場、村民ホールについ

て視察研修を行いました。


